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1.　はじめに
　「そうしょく」で変換すると、「装飾」がトップに出てくるが、現在の日本社会で「そう
しょく」と言われれば、間違いなく草食男子をイメージするだろう。「もてないわけでは
ないのに、恋愛にもセックスにもがっつかないで淡々と女性に向き合う」（深澤，2009，104
頁）と定義される草食男子は、かつて 1980年代後半に広まった、新しい価値観を持つ若
い世代を指し示した「新人類」を彷彿させる。このように若者は、どの時代もなんらかの
レッテルを貼られる。草食男子とは、近年生まれた「KY（空気読めない）」同様、「あの
人は草食男子だから」というように、第三者に対して用いられる言葉である。なぜこのよ
うに人を分類する言葉が生まれ、流行するのか。これは、現代の日本人が人間関係を気に
しているからではないだろうか。深澤（2009）によると、草食男子の世代は 20～ 30代で
あるとされている。しかし、その草食世代だけでなく、草食男子という言葉は日本社会に
おける人間関係のあり方を反映していると考えられる。
　草食男子とは、本来恋愛関係における特徴を表す言葉であった。だが、今では意味が拡
大し、人間関係に敏感で自分だけでなく人のことも傷つけたくない男子のことを示してい
る。世代が変化することによって時代は変化する。そこでは当然、価値観の変化も起こ
る。
　本稿では、この草食男子という言葉が生まれた背景に目を向け、家族、地域社会、男女
（異性関係、ジェンダー）間における現代日本人の人間関係を探り、さらにそれらを社会
構造の面から検証することで、コミュニケーションをとる上で重要な概念である、「コン
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テクスト」や「デジタル・アナログ」にアプローチする。そして、草食男子という言葉が
発するメッセージを明らかにし、今後の日本社会について考察する。
2.　草食男子が生まれた背景
　具体的な人間関係の考察を述べる前に、今回筆者らが草食男子という言葉から社会を見
ていく際に使用したモデルを紹介する（図 1参照）。時間の経過とともに、世代は変化し、
それに伴い社会は変容する。その社会の変化にはもちろん、世代の交代や、価値観の変化
が含まれているが、その中で生きる人々はその世代間で共有している価値観に強く縛られ
る。
　人は、世代の交代に伴う時代の変化に鈍感ではないだろうか。各世代間のギャップの中
にこそ、草食男子という言葉の特異性や、その言葉が表すメッセージを明らかにできるの
ではないかと考える。
　（1）　家族
　人間関係を家族関係から考察し、草食男子を「父親の変化に伴う性別化」、「家族形態」
の 2つの視点から見ていく。
　まずは、「父親の変化に伴う性別化」について考える。かつての日本の家族は、家父長
制であった。家父長制は、「父系の家族制度で、家長がその家族全員に対して支配権を持
つもの」（金田一他，1972，269頁）を言う。家族内において、そして社会において、「男」は
世代の変化
時間の経過
図 1　世代の変化、時間の経過により変化する日本社会モデル
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中心として考えられていた。男に対する教育では、「男らしくしなさい」などとよく言わ
れていたように、理想像が存在していた。その具体的特徴としては、責任感がある、忍耐
強いなどがあるだろう。男子と女子では期待されることが異なっていた。上松（2003）も
「男子に対しては、責任感、忍耐強さなど、社会生活における課題遂行に役立つ価値をよ
り多く期待し、女子に対しては、思いやり、礼儀正しさなど情緒的側面や関係的側面にか
かわる価値をより多く期待している」（森，上松，秋山，2003，132頁）と述べている。
　しかし、現在では女性の社会進出が進み、世間の風潮は男女平等へ変化している。かつ
ての家父長制は影を潜め、家庭内はよりフラットな関係が主流になっている。ここでの父
親の発言は絶対的な影響力を持つことは少ない。このような家庭内では、「男らしくしな
さい」と子どもに促す機会は少なくなる。家族内において、家族は平等であり、男女での
権威の差もなければ親子における支配、統率という家族関係も減少しているためである。
男女平等、家族平等の社会では、草食男子のように中性的な性格の男性が育ちやすいと言
える。
　次に、「家族形態」である。日本の主な家族形態は拡大家族から核家族へと変化してい
る。拡大家族における、祖父母、両親、子どもといった構成員のもとでは、子どもの教育
に両親だけでなく祖父母も携わり、3世代一体の教育が展開されていた。祖父母が孫の教
育に口を出していくことで、祖父母が育てられてきた価値観が世代を越え、孫たちにも少
なからず影響を与える。それに対して、現在の家族形態の多くは核家族である。祖父母と
は離れて、両親のみが子どもの教育を担う形をとることになる。ここでは、祖父母が孫の
教育に携わる機会が減少したことで、長い間受け継がれてきた価値観を孫に直接伝えるこ
とができなくなる。このような機会の減少も、草食世代の誕生に関係しているのではない
だろうか。
　以上家族という観点から草食男子を考察したが、現在上記の例だけでなく、家族には
様々な形態が生まれている。多様な家族形態が誕生し認められてきた社会で育った草食世
代は、一方で、世代を越えて人間関係の知恵が受け継がれる機会は減り、人と接する際の
価値観を自ら構築していかなければならなくなった。そのため、人間関係に敏感になって
いかなければならない。従って、家族のかたちの変化が草食男子と関係していると十分に
考えられる。
　（2）　地域社会
　次に、地域社会の変化について述べる。ここでは、「地域社会の崩壊」「過疎化」「シャ
ッター商店街」の 3つの視点から考える。
　1つ目に、「地域社会の崩壊」についてである。近年、近隣住民とのトラブルや犯罪事
件が後を絶たないが、この背景には地域社会を構成する家族という存在が変化しているた
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めだと推測される。前述の核家族化という言葉を聞き、両親または片親と 1人っ子の家族
構成を思い浮かべる人は多いのではないだろうか。実際、ニュースや新聞などでも 1人っ
子の増加を懸念する声は少なくない。しかし、1人っ子の割合は実は昔と比べてもあまり
変わっていない。それよりも、子どもがいない世帯の増加が目覚ましいのである。国勢調
査によると、1970年には夫婦のみの世帯が 17.3％であったのに対し、2005年は 33.9％へ
と推移している。こうした子どものいる世帯の減少が地域社会に与える影響にはどのよう
なものがあるだろうか。その最たる問題に、地域が子育ての場ではなくなっていることが
挙げられる。かつては、悪いことをしたときには、両親や身内だけではなく近所のおじさ
ん・おばさんに叱られることは日常のありふれた光景であった。叱られる側も叱る側も、
そこに何の疑問も抱いていなかったであろう。そこには家族という枠組みを越え、町全体
で子どもたちを教育する姿勢が読み取れる。これに対して、現在は地域の中で子育て世帯
は少数派となり、地域＝子育ての場という概念は消え去ろうとしている。よって、以前は
子どもを通じて行われていた近所付き合いは減少し、家族は家族で完結する存在となって
しまった。
　2つ目に、「過疎化」の影響がある。これは、人口が急激且つ大幅に減少したため、地
域社会の機能が低下し、住民が生活必需品を手に入れられないなど一定の生活水準を維持
することが困難になった状態をいう。高度経済成長以来の都市への人口流出や第 1次・第
2次産業の衰退などが原因として挙げられるが、過疎化した地域では住民同士の触れ合い
も少なくなっている。かつては田植え・収穫の時期には相互に助け合い、消防団などを結
成し町を全員で守っていたが、現在は住民の高齢化、少子化による後継者不足等で続けて
いくことができなくなっているのである。「多くの過疎地域で、まだ、『昔はよかった』と
いう発言にたびたび出会うことがある。その基本的な理由は、人が、とくに若い人が多か
った時代に可能だったことが、今困難になっていることにあると思われる。たとえばお祭
りの出し物が維持できないなど、伝統行事に支障をきたしているということである」（宮
口，1998，86頁）と述べられているように、かつてはどの年代も地域で行われる行事や特有
な習慣で密接に繋がっていた近所との絆が、現在は薄れてきてしまっているのではないだ
ろうか。
　3つ目に、「シャッター商店街」について考える。店や事務所が閉店・閉鎖し、シャッ
ターを下ろした状態の空き店舗が目立つ、衰退した商店街や街並みを指す言葉である。2
つ目に挙げた「過疎化」と同じ人口の減少や、大型ショッピングセンターの登場などが背
景として考えられるが、この問題を地域社会の交流という点から見ると、地域住民が集ま
る場の消失と捉えることができる。自動車があまり普及していなかった時代は、近所の商
店街で日々の買い物を済ますことが一般的であった。つまり、商店街へ来る人はみな同じ
地域に住む人ばかりだったのである。そこでは行きかう人と挨拶を交わし、ちょっとした
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立ち話で盛り上がっていた。しかし、次第にスーパーマーケットなどが進出し、商店街へ
行く人が少なくなると共に、買い物をする人同士が皆知り合いであることは少なくなって
しまった。ゆえに、コミュニケーションも少なくなったのである。
　このように、地域社会を見てみると、近所付き合いは大幅に減少し、結果として、同地
域の中に住んでいるだけでそれ以上特に共有することのない人間関係が構築されていると
考えられる。かつては、支えあい共に育つ場として曖昧であった家と地域の境界線が、今
は明確に分かれつつある。家族は家族のみで完結した存在となり、地域社会はそれと性質
を完全に異にするものとなった。草食男子が、人を傷つけたり自らが傷ついたりすること
を好まないため人との深い関係をあまり持たない理由は、育ってきた環境からも十分読み
取ることができる。
　（3）　異性関係
　男性が女性と 2人で買い物や映画に行く。
　これを見て、デートだと思うかもしれない。確かに、デートで行くこともあるだろう。
しかし、「ただの友人」であっても 2人で買い物や映画に行く、ということが近頃の若い
世代にはあり得る。彼らにとって、男女の友情は当たり前のものであり、いちいちそれを
恋愛に発展させる必要はない。むしろ、恋愛よりも友情を大事にする、それが最近の異性
関係なのである。また、恋愛においても肩肘を張るような高級レストランでの食事や高価
なプレゼントは必要ないし、食事代もワリカン、移動は車ではなく電車を利用する。あり
のまま気張らないデートを楽しむ。その代表例が、「おうちデート」であろう。おうちデ
ートとは、文字通り、どちらかの家でゆっくり過ごすことだ。特に何をするでもなく、
DVDを見たりお茶をしたりするだけである。例え親がいても、母親と彼女に挟まれて平
然と談話するのだ。
　まさに草食男子の異性関係を表していると言えるが、牛窪（2009）は、このような恋愛
を「エコ恋愛（ラブ）」と名付け、エコ恋愛世代は「疲れることや面倒なことは避けたい、
恋愛リスクは回避したい」（牛窪，2009，25頁）と考えると述べている。彼らは、背伸びし
た大恋愛の末に傷つく、といったような面倒が起ることはしない。だから、恋愛ではなく
友情を選び、デートは高級レストランではなくおうちなのである。
　このような近頃の恋愛に、バブル期に女性を男性がエスコートして当たり前、デートは
高級レストラン、移動はマイカーといった経験をしてきた世代にとっては、あまりの変化
に愕然とするであろう。表 1のバブル期である 1990年を見ると、流行語に「アッシー君」
「メッシー君」「ミツグ君」といった言葉が挙がっており、当時男性が女性に高級レストラ
ンや高級車でのエスコートをしていたことなどが背景にあることがわかるだろう。この時
代には、背伸びしてでも高級なものを身につけなければ魅力的な異性と出会うことができ
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ず、その延長線上にある大恋愛の末に結婚すると考えられていた。女性は、お金も車もあ
る男性に声をかけられるのを待つ。そして男性は、女性に選ばれるために努力し、見栄を
張って大きな買い物をするのである。一方現代では「草食男子」という言葉が流行して、
付き合っていない男女が 2人で友人として買い物に行くことも珍しくない。大恋愛をして
傷つき傷つけるよりも、「まったり」付き合える相手を選ぶ。そして、男性は見栄で買い
物はしない。女性のためにわざわざ高級なものを買うのは面倒だし、それなら趣味にお金
を使いたいと考えるのである。この変遷からわかることは、男女の境というものが薄れて
きているということだ。男性が女性に選ばれる立場から、男女が意識の上で対等な立場に
なってきたわけである。対等な立場である男女にとって、男性が女性におごらなければな
らないというルールはなくなる。対等であるからこそ、どちらかが無理をすることはな
く、自然な付き合い方をするようになるというわけである。つまり、対等になった男女の
行きついた先、それがエコ恋愛なのだ。
　エコ恋愛、というものはまさに現代を表す言葉であろう。友人関係に波風を立てず、自
分のすべきことや好きなことをしていたい。彼らにとって、趣味や仕事、友人との交流は
恋愛に優先する。これらは深澤（2009）も指摘している点であるが、草食男子世代にとっ
て恋愛は日常の 1コマにしかすぎない。一番重視しなくてはならないものが、恋愛とは限
表 1　マスメディアに見る恋愛の変遷
タフガイ全盛
1950年前半
～
1960年前半
映画「太陽の季節」で石原裕次郎デビュー
映画「嵐を呼ぶ男」公開
映画「エレキの若大将」公開
ナンパな遊び
人登場
男くさい男と
並び立つ
1960年後半
～
1970年前半
ドラマ「おさな妻」「奥さまは 18歳」放映
CM「男は黙ってサッポロビール」が話題に
「パンチ　DE　デート」がスタート
女性の顔色う
かがう男増加
1970年後半
～
1980年後半
さだまさし「関白宣言」ヒット
ドラマ「ふぞろいの林檎たち」放映
ドラマ「男女 7人夏物語」放映
CM「たんすにゴン」（亭主元気で留守がいい）放映
男が女性に選
ばれる立場に
1980年後半
～
1990年後半
「アッシー君」「メッシー君」「ミツグ君」が流行語に
ドラマ「東京ラブストーリー」放映
ドラマ「ロング　バケーション」が大ヒット
「失楽園」「不機嫌な果実」が話題に
男女の立場が
対等に
2000年前半
～
ドラマ「負け犬の遠吠え」放映
「ハチミツとクローバー」漫画、映画、アニメ等でヒット
「草食男子」流行語に
（『男女共生の社会学』75頁より抜粋、加筆）
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らないからだ。ディスコや高級レストランへ行き、大恋愛をすることに誰もが憧れたバブ
ル時代とは違うのである。男女が対等に好きなように生活できる時代になったからこそ、
エコ恋愛という形が生まれ、男女の交友や恋愛は変化したのだ。
　（4）　ジェンダー
　異性関係に大きく関わる重要なテーマであるジェンダーという視点から、草食男子の生
まれた背景を考える。男女の恋愛のかたちからもわかるように、今までの日本における男
女の社会的・文化的性別は、はっきりと分かれていた。ジーレンジガー（2007）によると、
男性が外に出て女性は内を守るという関係は、日本では古くから続くものであり、戦後も
西洋に追いつくため発展が続く中で取り入れられ、性別分業制により引き継がれた。
　この性別分業制は、あらゆるところに見ることができる。家庭内での働く男性と専業主
婦だけでなく、職場では昇進する男性と事務職中心の OL、教育現場でも昔は家庭科が女
子の科目で男子は代わりに技術を学んだ。生活の中で、男性の役割と女性の役割がそれぞ
れ特化し、住み分けがされているのである。このような性別による役割がはっきりした分
離社会では、「男は男らしく」「女は女らしく」ある事が求められ、そこから逸する事は難
しい。普段生活する空間も必然的に分かれており、人間関係の構築にも大きな影響を与え
るのである。
　しかしながら、ちょうど高度経済成長期が終わり始める 1975年、国連の国際婦人年を
出発点とし、世界的にジェンダーフリーに向けた運動が活発になる。日本も先進国の一つ
としてその流れに乗らざるを得ず、少しずつではあるが、男女間の関係を見直す方向の対
策をとるようになる。それとともに、産業も工業中心からサービス産業中心になるなど職
場自体にも変化が起こり、女性の社会進出が可能になっていく。女性たちに、「働く」と
いう選択肢が増えたのである。これは大きな変化であり、今までのジェンダーに変化を与
えた。つまり、男性中心であった社会における労働の場に、女性が進出する機会が増えた
ことで、様々な生き方ができるようになった。その結果として、過去と比較すると、男女
平等に近付いたのである。
　それによって、今までは女らしく生きるべきだった女性が、働きに出てキャリアを追い
求められるようになったのと同様に、男性も男らしくいる必要性が薄れてきたのである。
そこに、草食男子が生まれる余地ができたのだ。草食男子たちは、何かを追い求める事に
必死にはならない。それは、女性の社会進出やジェンダーの変化によってかたちを変え
た、男性側の側面を表しているのではないだろうか。
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3.　結論
　ここまで人間関係を軸に草食男子の生まれた背景を考察してきたが、さらにそれを社会
構造の側面から見ていくこととする。日本の社会を公の領域と私の領域との 2つの領域に
分けると、従来の日本社会はその 2つの重なり合う部分が非常に大きかった（図 2、1段
目のグラフ参照）。それが、日本がハイコンテクストであると言われる理由の 1つであろ
う。コンテクストとは文脈のことであり、文化を構成する大きな要素の 1つである言葉の
背景となるものである。「コンテクスト度は、コミュニケーションの性質を決定し、また
その後のあらゆる行為（シンボリックな行為も含まれる）の基盤ともなる」（ホール，1993，
109頁）とされている。また、コミュニケーションとコンテクストとの関係性やハイコン
テクスト文化の特徴について、ホール（1993）は、「人間のどんな相互作用も、コンテクス
ト度が高いか、低いか、その中間かということで位置づける事ができる。コンテクスト度
の高い相互作用では、受け手とセッティングのなかに、あらかじめ情報がプログラムして
あり、伝達されるメッセージのなかには、最少の情報しかない」（ホール，1993，118項）と
述べている。つまり、ハイコンテクストな文化では、言葉以外の、空気や文脈などに頼っ
てコミュニケーションするということである。公私の重なりが大きければ、それだけハイ
コンテクストの傾向になる。それは、他の人と共有できる情報や背景がそれだけ多くなる
ためである。
　グローバル化や情報化によって、社会はローコンテクスト化していると一般的に言われ
ている。また、本稿での、家族と地域社会、異性関係とジェンダーは、以前までの日本社
会においては区別されるものではなかった。図 2が示すように、地域社会もジェンダーも
私の領域に存在するものであった。地域社会は、近所付き合いや町のガンコ親父に象徴さ
れるように、家族と結び付く重要な人間関係の 1つであった。その関係が次第に薄れてい
ったことで、地域社会はコンテクストを多く共有できる私の領域から離れていった。ジェ
ンダーにおいても、女性は私の場においてしか存在せず家庭を守る役割を担い、男性が外
に働きに出るといったように、役割が明確に区別されていた。つまり、役割が明確だった
からこそ、それについて考えられること自体がなく、ジェンダーは当たり前でドメスティ
ックな問題であった。固定的であったジェンダーが女性の社会進出により変化し、女性が
公の領域にも加わる機会が増え、様々な生き方が尊重されるようになり、女性の生きがい
を仕事などに求められるような社会になった。そのため、現在のように地域社会やジェン
ダーが私の領域から公の領域へと引っ張られたことから分かることは、以前までは多くの
人の間で共有していた事柄が共有しにくくなったために、日本にローコンテクストの傾向
が見られるようになったということである。つまり、先に挙げたグローバル化や情報化の
影響によるローコンテクストの傾向だけではなく、人間関係そのものが変化したことでロ
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ーコンテクストになりつつあるということである。その状況が加速する中、草食男子とい
う言葉が生まれた。そして、日本社会のようなハイコンテクスト文化である国がローコン
テクスト化した際に、対処する方法を林（2000）は「知覚パターンのシフトを可能にする
訓練も重要ではあるが、アナログ知覚を意識的に保持した上で、さらにもう一つの知覚パ
ターンであるデジタル知覚を附加することを目指すアプローチの可能性を、本書では指摘
した。その意味では、アナログ主導型が主流となっている日本においては、パラダイム・
シフトよりも、むしろアナログ指向のままで、デジタル・コンピテンシーを開発すること
も考えなくてはならないだろう。」（林，2000，355─356頁）と述べている。ここで問題とな
るデジタル・アナログのそれぞれの定義については、「定義とカテゴリー化を出発点とし
た分析と論理への性向」「フィーリングと直観（feel）を出発点とした感性と情緒への性
向」（林，2000，331─332頁）とされている。つまり、本来ハイコンテクストで、物事を感覚
的に捉えて、アナログな思考をする日本人にとって、ローコンテクスト化やグローバル化
の影響で変化する現在の社会に適応するためには、デジタル・アナログの使い分けが急務
となっているということである。
　また、家族の項で触れたように、家族形態が変化したことで、世代間で価値観を共有す
る機会が少なくなった。共有していないからこそ、今回の草食男子という言葉はこれほど
に注目され、流行したのではないだろうか。昔から若者は、「最近の若者は…」というよ
うなワーディングで常に上の世代から批判される存在である。20代から 30代の男性を草
食男子だと指摘したのも上の世代である。批判されるのは、世代間ごとに共有していると
私公
私公
私公
図 2　パブリック、プライベート領域から見た日本社会
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思っている価値観にズレが生じるからである。このギャップが、今回は草食男子という言
葉を生み出した。上の世代が若者に向かって草食男子であると指摘したことに対して、1
つの興味深いねじれを見出すことができる。深澤（2009）によると、私達の親世代には、
「肉食おやじ」と呼ばれる人々が存在する。彼らは、草食男子に対して、なよなよしてい
る、もっとガツガツしろといった印象を持つそうである（深澤，2009，105頁）。しかし、前
段の説明と照らし合わせて考えると、肉食おやじ世代は公私の重なる部分が大きかったた
め、つまりハイコンテクストであったため、デジタル・アナログの使い分けをする必要が
なかった。それ以前に、使い分けという考え方自体がなかった。その価値観の中で生きて
きた肉食おやじ世代にとって、現在の草食世代が使い分けを迫られ、なよなよして、困っ
ている姿は異様に映ることであろう。肉食おやじ世代も使い分けが出来ていないが、彼ら
の世代はそれが可能な、気にする必要のない社会であった。それに対して、現在は、使い
分けを気にしなくてよい余地はほとんど残っていない。つまり、使い分けができていない
という点で、人の本質はそれほど変わっていないのだ。それにも関わらず、「最近の若者
は…」の指摘に、人々が気付かない価値観と社会の変化が潜んでいた。この点が、草食男
子という言葉に生まれたねじれである。そして、逆説的ではあるが、このねじれこそが草
食男子という言葉がこれほどまでに注目された原因の 1つではないだろうか。したがっ
て、このねじれ現象から導き出せるのは、草食男子という言葉は、「なよなよした、恋愛
にあまり積極的ではない男性」という本来の意味を超えて、デジタル・アナログの使い分
けが必要であるということを日本社会全体に知らせているのではないかということであ
る。
　そして、「なよなよした、恋愛にあまり積極的ではない男性」に代表される草食男子の
特徴に、全て当てはまるような若者は実際には極めて少ないだろう。しかし、若者の実に
6～7割は自分自身のことを草食男子であると考えている。ある部分においては、それだ
け多くの若者が草食男子という言葉に共感しているのである。その理由はやはり、希薄に
なりつつあると言われている人間関係を気にする、敏感になっているといった点に求める
ことができるだろう。デジタル・アナログの使い分けを迫られているからこそ、多くの若
者は現在の社会に行き詰まり、以前のような公私の重なりが大きいハイコンテクストな日
本社会を求めているのである。つまり、無意識のうちにかつての日本社会に戻りたいとい
う若者の感情が、草食男子という形で表れたと考えられる。
4.　おわりに
　本稿では、草食男子という言葉を多くの視点から考察し検証してきた。多様な家族形態
が生まれ認められてきたことにより、以前あったような、上の世代の価値観が受け継がれ
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る機会が減ったことが分かった。また、地域社会においては深い人付き合いが行われにく
くなり、男女が対等に付き合える時代になったことで、今までははっきりしていた性別に
よる役割が曖昧になったことを指摘した。そのような価値観や社会の変化が、草食男子と
いう言葉の背景に潜んでいたのである。そして、草食男子という言葉が従来の「最近の若
者は…」と同じような単に世代間の違いで生み出された言葉とは異なるということを明ら
かにした。また、デジタル・アナログの使い分けが必要であるというメッセージについて
も言及した。それに反して、以前の日本社会に戻りたいという若者の感情が浮き彫りにな
ったことはたいへん興味深い。
　そのようなプロセスを経て、以前であれば認められなかったと思われる草食男子という
存在が、現在では受け入れられるような社会になったのである。草食男子という言葉の出
現は、多様性を認める社会の兆しであると考えられる。日本は今後、多様化しつつもハイ
コンテクストでアナログな文化を維持するという、独自の発展を遂げるのではないだろう
か。
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